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国務院全体会議

田中 修

はじめに

李克強総理は１月 22 日、国務院全体会議を開催した。会議では、全人代に提出される「政

府活動報告」「第 13 次 5 ヵ年計画要綱」の意見徴求稿が決定され、各省（区・市）と中央

国家機関関係部門に発出されることとなった。会議には張高麗・劉延東・汪洋・馬凱各副

総理、楊晶・常万全各国務委員が出席した。

本稿では、李克強総理の講話の概要を紹介する。

2015 年、わが国の発展は多重の困難と峻厳な試練に直面した。習近平同志を総書記とす

る党中央の堅固な指導の下、全国各民族・人民は確固とした自信と非凡な勇気をもって、

堅塁を攻略し困難を克服し、開拓進取の精神で臨み、経済社会の発展は安定の中で前進し、

安定の中で好転し、年間の主要目標・任務を完成した。経済運営は合理的区間を維持し、

構造調整は積極的進展を得、発展の新たな動力エネルギーは急速に成長し、人民の生活は

一層改善された。

とりわけ5年の努力を経て、第12次5ヵ年計画で確定した主要目標は全面的に実現され、

わが国の経済の実力・科学技術の実力・国防の実力・国際影響力も大きな段階へと上昇し

た。この成果は容易なものではない。

第 13 次 5 ヵ年計画期間は、わが国が小康社会を全面的に実現する決勝段階であり、「中

等所得の罠」を乗り越えるカギとなる時期でもあり、我々は多くの得難い戦略的チャンス

の時期に直面するとともに、多重の矛盾が交錯し折り重なる峻厳な試練にも直面している。

①発展という第一の重要任務にしっかり取り組まなければならない

イノベーション・協調・グリーン・開放・共に享受という発展理念を全面的に貫徹し、

いかなる困難・リスクにもひるむことなく、パワーを集中して科学的発展を推進し、経済

の中高速成長、ミドル・ハイエンドへの邁進の実現に努力しなければならない。

②構造改革の推進に力を入れなければならない

サプライサイド構造改革を更に重視し、新旧の発展動力エネルギーの転換を加速し、全

要素生産性を高めなければならない。

③基本的民生保障等の不足補充に努力しなければならない

最低ラインを固守し、重点を際立たせ、制度を整備し、予想を誘導し、機会の公平を重

視し、脱貧困の堅塁攻略戦に断固として打ち勝つことにより、人民全体に発展・改革の成

果を更に分かちあい享受させなければならない。



2

今年は第 13 次 5 ヵ年計画のスタートの年である。

現在、国際経済動向の不確定性は大きく、少なからぬ国際機関が連続して世界の成長予

測を引き下げ、国内の深層の矛盾はなお際立っており、年間の目標・任務を完成するには、

政府の活動は十分困難・繁雑で荷が重い。

①引き続き区間コントロールの基礎の上に、方向を定めたコントロール、タイミングを見

計らったコントロールを強化しなければならない

構造改革とりわけサプライサイド構造改革を推進し、財政・金融政策と産業・投資・価

格等の政策手段を統一的に企画・運用し、経済発展のために安定した環境を作り上げなけ

ればならない。

②情勢を密接にフォロー・分析しなければならない

各政策の早急な始動・早急な効果発現を推進し、市場の活力を一層奮い立たせ、新たな

成長動力エネルギーを積極的に育成しなければならない。

③脆弱な点への政策を強化しなければならない

工業の収益下降を反転させ、輸出入の安定的な伸びを維持し、有効な投資を拡大し、国

有企業を改革し効率を高める等の方面で、ハードな政策を打ち出し、実効を上げなければ

ならない。

④萌芽的な問題に対し警戒心を維持しなければならない

とりわけ各種の潜在リスクに対して備え、憂いをなくさなければならない。

⑤社会の関心に応えることを重視しなければならない

市場の予想を安定させ、社会のコンセンサスを増進しなければならない。

方策は常に困難よりも多い。国務院各部門は、憂患意識を強め、発展への自信をより確

固にし、良好な精神状態を維持し、頭を働かせて方策を考え、不足部分を善く総括しなけ

ればならない。

中心点・サービスの大局を軸に、細心に職務を履行し、国土の防衛に責任をもち、新た

な 1 年により多くの有用な措置を打ち出し、新たな実際の業績を上げて、人民に報告しな

ければならない。

（1 月 25 日記）


